
種子島産婦人科ニュース

現在、日本で子宮頸がんに罹患している人数は約1万人と言われ
ています。子宮頸がんは女性特有の疾患で、がんの中では珍しく、
好発年齢が30-40歳代と非常に若い世代で発症しやすいことが特
徴です。

性交渉によってHPV（ヒトパピローマウイルス）に感染すると、数
年から数十年の潜伏期間を経て、一定の割合で子宮頸がんに進
行するといわれています。

子宮頸がんはワクチンで予防することができます

現在、小学6年生～高校1年生(12～16歳)の女子を対象に公費負
担でワクチン接種ができます。17歳の場合、費用は自己負担とな
ります。
ワクチン接種により、約80%以上の子宮頸がん予防効果がある
と言われており、当院でもワクチン接種を強く推奨しています。

成人以降も接種
は可能ですが、
若い年齢で接種
することで最大
限の効果が期待
できます。
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費用補助の対象は、16歳の年度内に接種完了となる場合です。
ワクチンは3回接種（15歳未満は2回接種も可能）が必要です。接
種完了に6か月かかるため、高校1年生の方は、9月までに1回目

の接種を開始する必要があるので、ワクチンを考えている方はお
早めにご相談下さい！！

★費用補助対象は高校1年生の9月まで★

HPVワクチンの期限が迫っています！！
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